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九
度
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一

部

を
改

正

す
る
条

例

に
つ

い
て

問

国

の

法

改

定

に

よ

っ

て
今
年

月
に
従
来
の
健

12

康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
と
も
な
い
、
保
険

証
の
返
還
義
務
に
応
じ
な

い
場
合
の
罰
則
規
定
を
町

国
保
条
例
か
ら
削
除
す
る

と
い
う
条
例
改
定
で
す
か
。

答

そ
の
通
り
で
す
。

情

報

通

信

技

術
の
活

用

に
よ
る

行

政

手

続

等

に
係

る
関

係

者
の

利

便

性
の
向

上

並

び
に
行

政

運

営
の
簡

素

化

及

び
効

率

化

を
図

る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社

会

形

成

基

本

法

等
の
一

部

を
改

正

す
る

法

律
の
施

行

に
伴

う
関

係

条

例

の
整
理
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

問

住

民

が

希

望

す

れ

ば

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情
報
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
読
み

込
ま
せ
て
、
子
育
て
支
援

や
引
っ
越
し
な
ど
の
行
政

手
続
き
を
で
き
る
よ
う
に

令和６年第３回定例会（ 会期９月２日～１８日 ）

主
な
議
案
・
質
疑

今

井

三

惠

子

前

川

成

巳

伊

丹

俊

也

松

本

孝

太

郎

前

田

彦

尚

野

口

恭

久

森

一

司

阪

井

亮

太

山

下

晴

夫

西

岡

加

津

子

議案第３１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３２号 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議員発議 発議第 ２ 号 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請　願 請願第 １ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議員発議 発議第 ３ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　員　名

九度山町税条例の一部を改正する条例について 可決

九度山町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可決

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並び
に行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等
の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
について

可決

令和６年度九度山町一般会計補正予算（第４号）について 可決

令和６年度九度山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 可決

令和６年度九度山町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 可決

令和６年度九度山町簡易水道事業会計補正予算（第２号）について 可決

令和６年度九度山町下水道事業会計補正予算（第１号）について 可決

九度山町農業委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
　入　郷　　藤井　栄太郎　氏・橋本市　　前田　貴文　氏

教育委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
　九度山　　海堀　匡美　氏

国土強靱化の強力かつ計画的な推進を求める意見書の提出について 可決

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行う
ことを求める請願書について

採択

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行う
ことを求める意見書提出について

可決

※議長は採決に参加しません。　○賛成　●反対

番　号 件　　　　　名 結果

同 意

同意第 １ 号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第 ２ 号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議 案
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す

る

た

め

の

条

例

改

定

で

す
か
？
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
改

修

な

し

で

利

用

で

き

る

の

で
す
か
？

答

改

定

の

内

容

は

そ

の

通

り
で
す
。
対
応
に
つ
い
て
は

今
の
と
こ
ろ
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ

ン

が

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

カ

ー
ド
の
替
わ
り
と
し
て
、
庁

舎

内

で

使

え

る

よ

う

に

は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
国
の
法

律

の

施

行

に

合

わ

せ

て

対

応
し
て
い
く
予
定
で
す
。

令

和

６
年

度

九

度

山

町

一

般

会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

「
九

度

山

町

総

合

計

画

策

定
（
調

査
）
業
務
委
託
料
」

問

「
総
合
計
画
」
策
定
の
ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

に

つ

い

て

尋

ね
ま
す
。

答

「
総
合
計
画
・
前
期
計
画
」

は

令

和

７

年

度

で

終

わ

り

を
迎
え
ま
す
。「
後
期
計
画
」

と
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
も
、

今

年

度

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

を
実
施
し
、
来
年
度
策
定
に

入

り

た

い

と

考

え

て

い

ま

す
。

「
真

田

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企

画

展

事

業
」

問

債

務

負

担

行

為

に

つ

い

て
質
問
し
ま
す
。
来
年
度
の

催

し

物

は

ど

ん

な

こ

と

を

考
え
て
い
ま
す
か
。

答

真

田

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

の

企

画

展

２

０

２

５

年

度

は

「

真

田

家

ゆ

か

り

の

女

た

ち(

仮
題)

」
に
つ
い
て
、
展

示
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
造
成
及

び

映

像

等

の

制

作

を

考

え

て
お
り
ま
す
。

「
町
税
」

問

町
税
、
現
年
課
税
分
、
特

別

徴

収

が

減

額

さ

れ

て

お

り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
？

答

定

額

減

税

額

に

よ

る

減

税
分
で
す
。
当
初
、
１
億
５

５

６

万

３

千

円

を

計

上

し

て
お
り
ま
し
た
が
、
賃
上
げ

な
ど
に
よ
っ
て
、
均
等
割
・

所

得

割

と

も

に

徴

増

と

な

り
ま
し
た
。
定
額
減
税
前
の

課
税
額
は
、
１
億
７
０
４
万

円
と
な
り
、
定
額
減
税
額
が

７

９

４

万

５

千

円

と

な

り

ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
差
引

き
ま
し
て
、
現
在
９
９
０
９

万

４

千

円

を

調

定

額

と

さ

せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

「
公

立

学

校

給

食

無

償

化

事

業

県

補
助
金
」

問

県

の

補

助

制

度

を

活

用

し

て

月

か

ら

の

本

町

の

10

学

校

給

食

費

無

償

化

実

施

の

予

算

補

正

が

提

案

さ

れ

て
い
ま
す
。

無
償
化
実
施
後
、
食
材
費
の

値

上

が

り

な

ど

で

給

食

費

の

増

額

が

必

要

と

な

っ

た

と
き
、
増
額
分
に
つ
い
て
も

県

が

補

助

し

て

く

れ

る

の

で
し
ょ
う
か
？

答

補

助

額

に

は

上

限

が

あ

り

、

上

限

額

と

ほ

ぼ

同

額

（
小
学
校
は
同
額
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
（
県
へ
の
補
助

申
請
額
を
）
超
え
る
分
に
つ

い
て
は
、
町
が
負
担
し
て
い

か

ざ

る

を

得

な

い

形

に

な

る
と
思
い
ま
す
。

九

度

山

町

農

業

委

員

会
の
委

員
の

選
任
つ
き
同
意

を
求

め
る
こ
と
に
つ

い
て

問

今

回

新

た

な

２

名

の

補

充
が
男
性
で
す
が
、
女
性
委

員

が

選

任

と

至

ら

な

か

っ

た

そ

の

経

緯

等

に

つ

い

て

お
尋
ね
し
た
い
。

答

推

薦

及

び

応

募

と

い

う

手
続
き
を
と
り
、
今
回
２
名

の

男

性

の

推

薦

を

受

け

選

考
し
ま
し
た
。

問

今

回

選

任

予

定

の

方

で

１

名

が

九

度

山

町

以

外

の

住

所

の

人

に

な

っ

て

お

り

ま
す
。
規
則
・
要
綱
な
ど
の

認

め

ら

れ

て

い

る

根

拠

を

お
示
し
く
だ
さ
い
。

答

九

度

山

町

農

業

委

員

の

委
員
に
選
任
す
る
規
則
で
、

推
薦
及
び
応
募
の
資
格
は
、

町

内

に

住

所

を

有

す

る

者

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
た
だ
し
、
町
長
が
適
正
と

認

め

る

場

合

は

こ

の

限

り

で

は
な

い

。
」
と

あ

り
、
町

長

に

了

承

い

た

だ

い

て

い

ま
す
。
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討
論
と
は･
･
･

採
決
の
前
に
自
己
の
賛
成
又

は
反
対
の
意
見

を
表
明

す
る

こ
と
。

○

九

度

山

町

国

民

健

康

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

に

つ

い

て《
反
対
》

こ
の
条
例
改
定
は
、
従
来
の

被

保

険

者

証

廃

止

の

決

定

に

よ
り
、
被
保
険
者
証
の
返
還
義

務

に

応

じ

な

い

場

合

の

罰

則

規

定

を

町

条

例

か

ら

削

除

す

る
も
の
で
す
。

政
府
は
、

割
を
超
え
る
国

7

民

が

従

来

の

健

康

保

険

証

の

存

続

を

求

め

て

い

る

に

も

関

わ
ら
ず
、
廃
止
を
強
行
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
本
町
町
民
か

ら
「
紙
の
保
険
証
を
廃
止
し
な

い
で
」
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
現
行
の
健
康
保
険
証
存
続

を
求
め
る
立
場
か
ら
、
健
康
保

険

証

廃

止

を

前

提

と

し

た

条

例
改
定
に
反
対
し
ま
す
。

○

令

和

年

度

九

度

山

町

一

般

会

6

計

補

正

予

算

（

第

号

）

に

つ

い

4

て《
賛
成
》

今

回

の

補

正

予

算

の

目

玉

は
、

月

日
か
ら
始
ま
る
給

10

1

食

費

の

保

護

者

負

担

の

無

償

化
で
す
。

和
歌
山
県
は
、
公
立
学
校
給

食

費

無

償

化

事

業

県

補

助

金

と
し
て
、
県
下
の
市
町
村
に
給

食

費

の

％

を

補

助

金

と

し

50

て
出
し
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し

た

市

町

村

は

残

り

％

を

負

50

担
し
て
、
保
護
者
の
給
食
費
負

担

を

無

償

と

す

る

補

助

制

度

で
あ
り
ま
す
。

こ

の

補

正

予

算

が

可

決

さ

れ
れ
ば
、
２
０
２
４
年

月
10

1

日
か
ら
は
、
九
度
山
町
は
小
中

学
校
に
加
え
、
保
育
所
、
幼
稚

園
の
園
児
に
も
広
げ
、
中
学
校

卒

業

ま

で

給

食

費

の

完

全

無

償

化

が

実

現

さ

れ

る

こ

と

に

な
り
ま
す
。

給
食
費
の
完
全
無
償
化
は
、

九
度
山
町
の
教
育
に
と
っ
て
、

歴

史

的

な

意

味

を

持

つ

予

算

で

あ

る

と

思

い

賛

成

討

論

と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
国
土
強
靱
化
の
強
力

か
つ
計
画

的
な
推
進
を
求
め
る
意

見
書
に
つ

い
て

《
反
対
》

こ
の
意
見
書
が
防
災
・
減
災

対

策

の

推

進

を

求

め

る

内

容

で
あ
れ
ば
賛
同
し
ま
す
。
し
か

し
、
意
見
書
は
、
具
体
的
な
防

災
・
減
災
対
策
の
推
進
を
求
め

る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

意
見
書
の
主
旨
は
、
政
府
の
国

土

強

靱

化

の

推

進

を

求

め

る

も
の
で
す
。

「

国

土

強

靭

化

」

政

策

は

「

国

民

の

生

命

や

財

産

を

守

る
」
こ
と
よ
り
「
強
靭
な
経
済

基
盤
を
構
築
す
る
」
こ
と
に
重

き

を

置

く

政

策

と

な

っ

て

い

て
、
不
要
不
急
の
大
型
開
発
が

防
災
・
減
災
の
名
で
進
め
ら
れ

る

の

で

は

な

い

か

と

懸

念

し

ま
す
。

今

年

１

月

の

能

登

半

島

地

震
で
住
宅
の
耐
震
化
の
遅
れ
、

集
落
の
孤
立
化
、
劣
悪
な
避
難

所

生

活

の

長

期

化

な

ど

に

こ

れ

ま

で

の

国

土

強

靭

化

で

は

十
分
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

国

土

強

靱

化

の

推

進

よ

り

も

見
直
し
こ
そ
が
必
要
で
す
。

以

上

の

理

由

か

ら

意

見

書

提
出
に
は
賛
同
で
き
ま
せ
ん
。

○
訪
問
介
護
費
の
引
き

下
げ
撤
回

と
、
介
護
報
酬
引
き
上

げ
の
再
改

定
を
早
急
に
行
な
う
こ
と
を
求
め

る
請
願
書
・
意
見
書
に
つ
い
て

《
賛
成
》

国
は
今
年
度
、
訪
問
介
護
の

基

本

報

酬

を

２

～

３

％

引

き

下
げ
ま
し
た
。

訪

問

介

護

の

基

本

報

酬

が

引

き

下

げ

ら

れ

れ

ば

赤

字

事

業
者
が
増
加
し
、
廃
業
・
倒
産

に
拍
車
が
か
か
り
ま
す
。
介
護

事

業

所

が

地

域

で

空

白

に

な

れ
ば
、
保
険
料
を
払
っ
て
い
る

の

に

介

護

サ

ー

ビ

ス

を

受

け

ら

れ

な

い

と

い

う

事

態

が

広

が
り
、
制
度
が
崩
壊
し
ま
す
。

訪

問

介

護

が

あ

れ

ば

自

宅

で

暮
ら
せ
る
は
ず
の
人
が
、
介
護

サ

ー

ビ

ス

を

利

用

で

き

な

く

な

り

自

宅

で

暮

ら

せ

な

り

ま

す
。介

護

を

必

要

と

す

る

人

が

必

要

な

と

き

に

必

要

な

サ

ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
、
安
心
し
て

自

宅

で

暮

ら

し

続

け

ら

れ

る

よ

う

に

す

る

の

は

政

治

の

責

任
で
す
。
訪
問
介
護
費
の
引
き

下
げ
撤
回
と
、
介
護
報
酬
引
き

上

げ

の

再

改

定

を

早

急

に

行

な

う

こ

と

を

求

め

る

請

願

に

賛
成
し
ま
す
。

討
論
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「国土強靱化の強力かつ計画的な推
進を求める意見書」

我が国では自然災害が激甚化・頻発

化しており、本年１月の能登半島地震

では、半島という地形的な特徴から被

害状況の把握や救援、物資搬入に多大

な支障が生じたことから、防災・減災

に向けた国土強靱化の推進は、重要な

課題となっている。

政府においては、今後も切れ目なく

国土強靱化に取り組むために「国土強

靱化実施中期計画」の早期策定が求め

られる。

本町議会は、「国土強靱化実施中期

計画 」については「半島防災 」という新

たな視点を取り入れ、必要な予算 ・財源

について通常予算とは別枠で確保する

など、国土強靱化を強力かつ計画的に

推進するよう強く要請する。

「訪問介護費の引き下げ撤回と、介護
報酬引き上げの再改定を早急に行なう
ことを求める意見書」

介護報酬改定で訪問介護の基本報酬

が４月から引き下げられたことに怒り

と不安の声が広がっています。

介護報酬は介護保険から介護事業所

に支払われますが、今回の引き下げで

訪問介護事業所、とりわけ小規模・零

細事業所が経営難に陥り、在宅介護の

基盤が壊滅的になる恐れがあります。

訪問介護はとくに人手不足が深刻で

す。長年にわたる訪問介護の基本報酬

が引き下げられ、ヘルパーの給与は常

勤でも全産業平均を月額約６万円も下

回ります。ヘルパーの有効求人倍率は

２０２２年度で 15・ 5 倍と異常な高水

準です。このままでは介護人材の確保

はますます困難になるだけです。
以上の趣旨から、「訪問介護費の引き
下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定
を早急に行なうこと」を求める意見書を
提出します。

「

意
見
書
」
と
は
？

地
方
自
治
法
で
、
地
方
議
会
は
国

な
ど
に
対
し
「
意
見
書
」
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
九
度
山
町
議

会
は
、
住
民
の
要
求
・
要
望
や
、
議

会
と
し
て
の
要
求
を
「
意
見
書
」
と

し
て
国
な
ど
に
提
出
し
、
対
応
を
求

め
ま
す
。

「
意
見
書
」
提
出
は
、
住
民
か
ら

の
請
願
・
陳
情
で
求
め
ら
れ
る
場
合

と
議
会
か
ら
議
員
発
議
で
求
め
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

請
願
・
陳
情
の
場
合
は
、
常
任
委

員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
す
。
委

員
会
の
審
査
で
そ
の
要
望
が
必
要
と

判
断
さ
れ
て
採
択
（
可
決
）
さ
れ
た

場
合
、
議
案
と
し
て
本
会
議
に
提
出

さ
れ
ま
す
。

議
員
発
議
の
場
合
は
、
議
会
運
営

委
員
会
あ
る
い
は
全
員
協
議
会
で
討

議
し
、
本
会
議
に
提
案
さ
れ
ま
す
。

「
意
見
書
」
が
本
会
議
の
議
決
で

採
択
さ
れ
た
場
合
、
町
議
会
と
し
て

の
決
定
事
項
と
し
て
国
な
ど
に
意
見

書
が
提
出
さ
れ
ま
す
。

意見書（要旨）
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歳 出

◆シルバータクシーチケット助成事業

736 世帯

◆定住促進支援事業

〇家賃補助 4 世帯
〇住宅建設・取得補助 10 件

◆住民税非課税世帯に対する臨時特別

給付金事業

525 世帯

◆物価高騰対応重点支援給付金給付事業

517 世帯

◆災害復旧費 1 億 4746 万 2000 円

●その他

国城寮建替えに係る組合負担金（繰越明許）

9483 万 2637 円
中古沢コミュニティ消防センター建設に係

る関係費用 8506 万 1940 円

歳 入

◆町税の減
人口減少の影響により、町民税、固定資

産税が減少となり、町税全体で〈0.7％減〉
4 億 399 万 4279 円⇒4 億 116 万 2081 円

〇町民 1 人あたり町税負担額
10 万 6962 円⇒10 万 4116 円

◆地方交付税の増
19 億 7953 万円⇒19 億 9883 万 6000 円

〈0.9％増〉
◆国庫支出金の減

5 億 894 万 2347 円⇒5 億 703 万 7102 円
〈0.3％減〉
◆寄付金の増
まちづくり寄附金（ふるさと納税）の増

加により〈28％増〉
4 億 3650 万 3653 円⇒5 億 6000 万 8105

円
◆町債起債額の増

3 億 3623 万 8000 円⇒4 億 2592 万 2000
円〈26％増〉
〇町債残高（一般会計・企業会計）

51 億 4665 万 440 円
○町民一人当たり

139 万 5349 円⇒134 万 273 円
（令和４年度決算との比較）

令和５年度決算（一般会計）の特徴

採
決
（
認
定
・
不
認
定
）

質
疑

決
算
委
員
長
報
告

討
論
・
採
決

質
疑

担
当
当
局
の
説
明

決
算
審
査
特
別
委
員
会
設
置

及
び
同
委
員
会
へ
の
付
託

質
疑

議
案
（
決
算
認
定
）
の
提
出

第４回定例会 決算審査特別委員会 第３回定例会 決
算
審
査
の
流
れ
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令
和
５
年
度
決
算
認
定

一
般
会
計歳

入

◯
町
税
に
つ
い
て

問

町
民
税
と
固
定
資
産
税
の
滞

納
徴
収
で
、
和
歌
山
地
方
税
回

収
機
構
や
差
押
え
な
ど
法
的
手

段
を
使
っ
て
回
収
は
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

答

地
方
税
回
収
機
構
へ
の
移
管

件
数
は
０
件
。

差
押
え
は
、
固
定
資
産
税
で
３

件
、
軽
自
動
車
税
で
２
件
で
す
。

歳
出

総
務
費

◯
草
刈
業
務
に
つ
い
て

問

刈
り
取
っ
た
後
の
草
の
処
理

は
ど
う
行
っ
た
の
で
す
か
？

※収益的収支･･･経営活動全般に関する収支

資本的収支･･･施設の建設などに関する収支

令和５年度決算の概要

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額
翌年度へ

繰り越すべき財源
実質収支額

45億7157万1421円 44億4824万2955円 1億2332万8466円 6691万4000円 5641万4466円

国民健康保険 7億9318万3748円 7億3474万3668円 5844万0080円 0円 5844万0080円

後期高齢者医療 2億 512万6399円 2億 512万6399円 0円 0円 0円

介護保険 7億 399万5828円 6億9965万1480円 434万4348円 0円 434万4348円

計 17億 230万5975円 16億3952万1547円 6278万4428円 0円 6278万4428円

62億7387万7396円 60億8776万4502円 1億8611万2894円 6691万4000円 1億1919万8894円

会計名

一般会計

合計

特
別
会
計

なお、令和 5 年度から簡易水道事業・下水道事業は企業会計に移行しました！

令和 5 年度決算は、決算審査特別委員会の閉会中審査が行なわれ 12 月議会で採決されます。

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

1億6574万9286円 1億4065万5189円 9194万0000円 1億2080万3308円

2億 826万6473円 2億 146万7251円 8308万9000円 1億 935万4359円

企業会計

簡易水道事業会計

下水道事業会計

※一般会計、全ての特別会計において黒字決算となっています。

決
算
へ
の
質
疑
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答

そ
の
場
で
放
置
で
き
る
と
こ

ろ
に
つ
き
ま
し
て
は
放
置
し
て

お
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
（
持

ち
帰
り
な
ど
の
）
処
分
を
し
て

い
ま
す
。

◯
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
書

類
の
送
付
に
つ
い
て

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

が
記
載
さ
れ
た
郵
便
は
書
留
で

発
送
し
て
い
る
の
で
す
か
？

答

特
定
記
録
郵
便
で
送
っ
て
い

ま
す
。

民
生
費

◯
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
負

担
金
に
つ
い
て

問

保
育
所
で
保
険
を
使
っ
た
事

故
等
は
あ
り
ま
し
た
か
？

答

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

商
工
費

○
観
光
再
始
動
事
業
旅
行
商
品
造
成

及
び
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
委
託

料
に
つ
い
て

問

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
の
メ
リ

ッ
ト
や
気
づ
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
か
。

答

こ
の
事
業
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
取
り
組
み
と
い
う
形
で
国
の

補
助
金
を
活
用
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

ツ
ア
ー
へ
の
参
加
は
２
名
だ
け

で
し
た
が
、
海
外
に
向
け
た
情

報
を
発
信
し
た
こ
と
に
よ
り
、

９
月
か
ら

月
の
間
に
外
国

11

人
観
光
客
の
宿
泊
者
が
１
０
０

名
近
く
あ
り
ま
し
た
。

土
木
費

◯
町
営
住
宅
草
刈
業
務
に
つ
い
て

問

町
営
住
宅
の
空
き
家
敷
地
内

の
草
刈
り
は
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
か
？

答

草
刈
り
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
全

て
対
応
で
き
て
い
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
現
地
を
確
認
し
た

上
で
対
応
を
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

◯
新
婚
子
育
て
世
帯
家
賃
補
助
金
に

つ
い
て

問

新
婚
及
び
子
育
て
世
帯
家
賃

補
助
対
象
者
の
、
補
助
終
了
後

の
状
況
（
転
出
等
）
に
つ
い
て

尋
ね
ま
す
。

答

引
き
続
き
町
内
居
住
の
方
と

転
出
の
方
は
大
体
半
分
ず
つ
で

あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

教
育
費

◯
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
負

担
金
に
つ
い
て

問

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
保

険
を
使
っ
た
事
故
等
は
あ
り
ま

し
た
か
？

答

小
学
校
で

名
、
そ
れ
か
ら

7

中
学
校
で

名
が
授
業
中
あ

18

る
い
は
ク
ラ
ブ
活
動
中
の
事
故

等
で
保
険
を
利
用
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◯
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問

滞
納
徴
収
で
、
地
方
税
回
収

機
構
や
差
押
え
な
ど
法
的
手
段

を
使
っ
た
事
例
は
あ
り
ま
す

か
？

答

地
方
税
回
収
機
構
へ
の
移
管

は
０
件
、
差
押
え
は
１
件
で
す
。

問

短
期
証
と
資
格
証
明
書
の
交

付
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

答

短
期
証
は
４
世
帯
４
人
に
交

付
、
資
格
証
の
交
付
は
あ
り
ま

せ
ん
。
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◯
出
産
貸
付
金
事
業
費
に
つ
い
て

問

２
０
０
９
（
平
成

）
年
度

21

に
貸
付
け
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

２
０
１
０
（
平
成

）
年
度
以

22

降
貸
付
け
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね

ま
す
。

ま
た
、

年
以
上
も
利
用
が
な

10

い
の
で
あ
れ
ば
、
別
の
援
助
な

ど
に
変
え
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
お

考
え
で
す
か
？

答

現
在
、
出
産
費
用
に
関
し
て

は
、
本
人
が
払
う
の
で
な
く
、

保
険
者
の
ほ
う
か
ら
直
接
、
50

万
円
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

出
産
貸
付
金
は
、
い
ま
恐
ら
く

も
う
時
代
と
と
も
に
必
要
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も

含
め
て
今
後
、（
出
産
貸
付
金
の

こ
と
を
）
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◯
保
険
料
に
つ
い
て

問

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
人

数
と
、
滞
納
者
が
何
人
い
る
か

尋
ね
ま
す
。

答

普
通
徴
収
は
３
４
０
件
、
特

別
徴
収
８
４
９
件
で
す
。
滞
納

に
つ
い
て
は
、
普
通
徴
収
で
１

名
短
期
証
を
発
行
し
て
い
ま

す
。

◯
集
団
健
康
診
査
に
つ
い
て

問

集
団
健
診
の
受
診
者
数
と
受

診
率
を
尋
ね
ま
す
。

答

昨
年
度
は

件
、
前
年
度
が

26

件
で
す
の
で
大
き
く
伸
び

10て
お
り
ま
す
。
受
診
率
は
、

・

％
で
す
。

25

9

介
護
保
険
特
別
会
計

◯
保
険
料
に
つ
い
て

問

介
護
保
険
料
未
納
が
続
い
て

利
用
停
止
に
な
っ
て
い
る
被
保

険
者
は
お
ら
れ
ま
す
か
？

答

令
和
５
年
度
は
お
り
ま
せ
ん
。

◯
介
護
給
付
費
準
備
基
金
に
つ
い
て

問

準
備
基
金
残
高
が
第
８
期
の

期
初
よ
り
増
え
て
い
る
理
由
に

つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

答

施
設
入
所
者
が
当
初
見
込
み

よ
り
増
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
使
わ
な
か
っ
た
分
が
基

金
と
し
て
積
ま
れ
、
残
高
が
増

え
て
い
ま
す
。
今
後
次
の
３
年

に
向
け
て
介
護
保
険
料
の
設
定

等
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

◯
経
営
指
標
に
つ
い
て

問

簡
易
水
道
事
業
の
経
営
指
標

（
料
金
回
収
率
、
給
水
原
価
、

施
設
利
用
率
、
有
収
率
）
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

・
料
金
回
収
率

・

％

48

92

令
和
５
年
度
は
４
か
月
間
、
物

価
高
騰
対
策
交
付
金
を
活
用
し

た
減
免
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ

の
交
付
金
を
入
れ
た
数
値
は
、

・

％
で
す
。

72

19

・
給
水
原
価

２
３
４
・

円
95

・
施
設
利
用
率

・

％

54

8

・
有
収
率

・

％

78

3

以
上
で
す
。
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一
般
質
問
と
答
弁

伊
丹

俊
也

議
員

問
一

小
中
学
校
の
大
阪
・
関
西
万

博
「
教
育
旅
行
」
参
加
に
つ
い
て

質
問

和
歌
山
県
は
、
県
内
小
中
学

校
な
ど
を
対
象
に
万
博
入
場
料
や
バ

ス
代
の
一
部
を
補
助
す
る
「
大
阪
・

関
西
万
博
教
育
旅
行
参
加
支
援
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。
大
阪
・
関
西

万
博
（
以
下
、
万
博
）
会
場
予
定
地

で
、
メ
タ
ン
ガ
ス
爆
発
事
故
の
発
生

や
、
災
害
時
の
避
難
計
画
に
脆
弱
性

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
教
育
旅
行
」
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

①
「
教
育
旅
行
」
の
目
的
と
実
施
方

法
は
？

②
「
教
育
旅
行
」
を
学
校
行
事
と
し

て
活
用
す
る
か
判
断
す
る
た
め
の
必

要
な
情
報
が
県
か
ら
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

③
「
教
育
旅
行
」
実
施
に
つ
い
て
学

校
現
場
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
教

育
委
員
会
が
判
断
す
べ
き
で
は
？

④
「
教
育
旅
行
」
は
（
修
学
旅
行
・

遠
足
な
ど
の
安
全
実
施
に
つ
い
て

の
）
文
部
省
通
達
の
趣
旨
を
満
た
し

て
い
な
い
。
参
加
す
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
。

教
育
長

①
・
②
町
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、日
本
の
最
先
端
の
技
術
や
、

外
国
の
文
化
・
芸
術
・
科
学
的
な
催

し
物
を
体
験
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
こ
と

と
考
え
て
い
ま
す
。（
教
育
旅
行
参
加

支
援
事
業
）
事
務
局
の
説
明
会
が
実

施
さ
れ
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

県
よ
り
情
報
提
供
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

③
教
育
委
員
会
が
指
示
を
出
し
、
学

校
に
参
加
・
不
参
加
を
決
め
る
こ
と

は
適
切
で
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
安
全
な
教

育
旅
行
が
で
き
る
よ
う
県
や
万
博
協

会
か
ら
の
情
報
を
精
査
し
、
実
施
に

向
け
て
の
判
断
を
学
校
と
連
携
し
な

が
ら
慎
重
に
進
め
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

再
問

私
は
、
学
校
行
事
は
学
校
現

場
が
自
立
的
に
決
め
る
も
の
で
、
教

育
委
員
会
が
そ
の
内
容
が
お
か
し
い

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
教
育
に
介

入
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
万
博
は
安
全
宣
言
が
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
し
、
町
内
学
校
は
万
博

協
会
に
よ
る
会
場
下
見
実
施
の
条
件

を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
下
見
は
ど

の
よ
う
に
行
な
う
の
で
す
か
？

教
育
長

条
件
を
満
た
さ
な
い
学
校

の
下
見
に
つ
い
て
県
か
ら
万
博
協
会

に
申
し
入
れ
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

再
問

「
不
確
定
な
部
分
が
多
く
、

決
め
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
多
い
」
と
の

学
校
現
場
か
ら
の
質
問
が
、
県
の
教

育
旅
行
推
進
事
務
局
の
説
明
資
料
に

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
情
報
が
充
分

で
な
い
状
況
で
は
、
教
育
委
員
会
が

指
導
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
？

教
育
長

本
当
に
危
険
と
い
う
よ
う

な
情
報
が
万
博
協
会
か
ら
入
れ
ば
、

教
育
委
員
会
か
ら
中
止
の
指
示
を
出

す
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
学
校
と
連
携
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
二

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備

設
置
に
つ
い
て

質
問

大
規
模
災
害
時
の
指
定
避
難

所
と
な
る
学
校
体
育
館
に
、
夏
の
猛

暑
、
冬
の
寒
冷
に
対
応
し
、
避
難
所

で
の
二
次
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
空
調

設
備
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま

す
。

教
育
長

町
内
小
中
学
校
の
空
調
設

備
設
置
、
ト
イ
レ
改
修
完
了
に
一
定

の
目
処
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
体
育

館
へ
の
空
調
設
備
設
置
は
、
文
科
省

通
知
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
度
以
降

設
置
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
、「
高
齢
者
の
運
転
技
術
を

補
う
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
」
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
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８
月
８
日
、
上
富
田
町
に
て

和
歌
山
県
町
村
議
会
議
長
会
主

催
の
全
議
員
研
修
会
に
、
議
員

名
と
事
務
局
職
員
２
名
が
参

10加
し
ま
し
た
。

「
こ
こ
ろ
の
笑
方
箋
～
職
場

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
ユ
ー
モ

ア
～
」
と
題
し
て
、
笑
う
こ
と

の
大
切
さ
を
中
心
に
、
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
や
人

間
力
の
養
い
方
等
を
な
ぞ
な
ぞ

や
川
柳
を
用
い
て
、
解
り
や
す

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

仕
事
は
楽
し
く
・
人
生
は
面
白

く
を
モ
ッ
ト
ー
に
中
で
も
一
番

印
象
に
残
っ
た
の
は
「
で
き
る

か
で
き
な
い
か
」
で
は
な
く
「
や

る
か
や
ら
な
い
か
」
と
い
う
考

え
方
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
笑
い

が
い
か
に
心
を
豊
か
に
す
る
か

の
気
づ
き
と
な
り
ま
し
た
。

議
長

西
岡
加
津
子

九
度
山
小
学
校
プ
ー
ル
更
衣

室
の
屋
根
に
穴
が
あ
い
て
い
る

と
６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
指

摘
が
あ
り
、
７
月

日
に
総
務

25

文
教
常
任
委
員
会
で
学
校
施
設

の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

九
度
山
小
学
校
プ
ー
ル
更
衣
室

の
現
場
を
見
ま
し
た
が
原
因
と

し
て
は
、
プ
ー
ル
周
辺
に
は
、

雑
木
が
生
い
茂
り
そ
の
屋
根
に

落
ち
葉
や
枝
が
堆
積
し
そ
れ
が

腐
り
屋
根
の
鉄
板
が
錆
び
て
穴

が
開
き
雨
漏
れ
に
及
ん
だ
と
思

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
雨
漏
れ
に

つ
い
て
は
、
９
月
議
会
で
補
正

予
算
が
出
さ
れ
て
お
り
工
事
に

つ
い
て
も
、
完
了
し
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

九
度
山
中
学
校
は
、
運
動
場

の
ク
ラ
ブ
部
室
を
視
察
し
ま
し

た
。
今
は
ク
ラ
ブ
数
も
減
っ
て

殆
ど
の
部
屋
は
物
置
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

河
根
小
・
中
学
校
は
、
プ
ー

ル
周
り
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

水
タ
ン
ク
の
水
漏
れ
と
駐
車
場

の
一
部
鉄
骨
が
危
険
な
高
さ
に

あ
る
た
め
、
そ
の
付
近
を
通
る

時
は
、
注
意
を
促
す
対
策
が
必

要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
３
月

日
竣
工
の
中

25

古
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
入
口

か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て

お
り
使
い
勝
手
の
良
い
つ
く
り

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
は

災
害
時
の
防
災
活
動
や
地
域
の

交
流
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
視
察
報
告
と
致

し
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

森

一
司

全

議

員

研

修

会

報

告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

現
地
視
察
報
告

河根小・中学校プール九度山小学校プール中古沢コミュニティ消防センター

講演会の様子
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編

集

後

記

◆決算審査特別委員会委員◆

左記に記載の日程で、決算審査特別

委員会を行います。

9月定例会で下記の委員を選出いたし

ました。

どうぞよろしくお願いいたします。

委 員 長 山下 晴夫

副委員長 阪井 亮太

委 員 今井 三惠子

〃 前川 成巳

〃 野口 恭久

※委員は議席順に記載

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
中
の
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君

へ
」
を
よ
り
楽
し
も
う
と
、
「
源
氏
物
語
」
の

現
代
語
訳
を
読
み
進
め
て
い
ま
す
。
「
源
氏
物

語
」
に
は
７
９
５
首
の
和
歌
が
詠
み
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
首
〈
末
摘
花
〉

す
え
つ
む
は
な

言
は
ぬ
を
も

言
ふ
に
勝
る
と
知
り
な
が
ら

押
し
こ
め
た
る
は

苦
し
か
り
け
り

上
の
句
は
、
「
口
に
出
さ
な
い
方
が
口
に
出

す
よ
り
、
想
い
が
ま
さ
っ
て
い
る
の
で
す
」
と

の
意
味
で
す
。

男
女
の
間
の
機
微
を
表
現
し
た
も
の
だ
ろ

う
。し

か
し
、
口
に
出
さ
ず
と
も
自
分
の
想
い
を

わ
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
は
い
さ
さ
か
勝

手
な
想
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

男
女
の
恋
愛
で
は
「
言
は
ぬ
を
も
」
で
良
い

の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
議
会
で
は
そ
う
は
い
か

な
い
。
町
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
議
会
で
の
議

論
に
反
映
す
る
た
め
に
ど
ん
ど
ん
「
口
に
出
し

て
」
い
こ
う
。

宛先 〒648-0198

九度山町大字九度山1190

議会事務局「議会広報編集委員会」あて

TEL 54-2019（代表）

FAX 54-4705（直通）

mail gikai@town.kudoyama.lg.jp

九度山町議会ホームページQRコード↑

次回、定例会は１２月に予定されています。
日程が決まり次第、ホームページに掲示します。

https://www.town.kudoyama.wakayama.jp/

ご意見･ご要望をお待ちしております

８月 28日

９月 2日

10日

11日

12日

14日

18日

23日

26日

10月 1日

8日 決算審査特別委員会

11日 決算審査特別委員会

14日

16日

17日

21日

24日

28日

29日

11月 3日 第61回文化祭

7日

8日

9日

10日

13日

18日

19日

町議会の活動日誌

議会運営委員会

本会議、全員協議会、産業厚生常任委員会、

議会広報編集委員会

本会議

総務文教常任委員会、映像配信説明会

決算審査特別委員会、産業厚生常任委員会

敬老会

議会運営委員会、本会議、議会広報編集委員会

宇崎竜童弾き語りライブ（九度山町 慈尊院）

議会広報編集委員会

議会広報編集委員会

南こうせつコンサート（高野町 金剛峯寺壇上伽藍）

総務文教常任委員会視察研修（奈良県十津川村）　

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

令和6年度委員長・副委員長研修会

第68回議長全国大会

上田市議会親善訪問（本町）

産業厚生常任委員会視察研修（和歌山県串本町、
奈良県十津川村）

第16回大収穫祭IN九度山

全議員視察研修（大阪府岬町、兵庫県洲本市）


